
 

産・子育てに対する希望の実現度、利用者の多様性、地域差、支援策相互の連携、

質と量の評価、支援策の周知と利用のしやすさなど利用者の視点に立った指標等を

盛り込んで、定期的に点検・評価を行い、その結果を毎年度の予算編成、事業実施

に反映させる PDCA サイクルを確立する。 
 
○ 少子化対策の推進の実効性を担保するためには、以下のような利用者の視点に立

った点検・評価の導入を図る必要がある。 
  ①結婚や出産・子育てに対する希望の実現度 
    妊娠・出産後の継続就業率を施策目標に関わる指標として導入するなど、国

民の希望がどの程度実現したかという点に着目した点検・評価 
② 利用者の多様性 

幅広い層の利用者の声を聞くよう努めるなど、利用者の多様性に即した、きめ

細かな点検・評価 
    ③地域差 
      利用者がそれぞれの生活圏で真に必要なサービスを受けられているかという

視点に立った点検・評価 
    ④支援策相互の連携 
      出産、子育て、あるいは子どもの成長の各ステージに応じて各支援策のメニ

ューに容易にアクセスでき、切れ目なく選択することができているかといった

点に着目した点検・評価 
⑤質と量の評価 
  量が確保されているかはもちろん、質が十分に確保されているという点にも

着目した点検・評価 
  サービスの利用者である親の視点だけではなく、子ども自身の立場、子ども

の発達保障という視点に立って点検・評価 
⑥支援策の周知と利用しやすさ 
  支援策の存在が十分に知られているか、気軽に利用できる状態になっている

か等、制度の運用に着目した点検・評価 
 

  ○ 具体的には、以下のとおり、利用者の視点に立った点検・評価を導入する。 
・結婚や出生行動に影響を及ぼしていると考えられる要素（経済的基盤、継続就

業見通し、夫婦間の家事・育児分担等）に各種施策を対応させて施策体系を整

理するとともに、現行プランの見直しに向け利用者の視点に立った新たな指標

を導入する。 
  ・既存統計の改善・工夫、利用者意識調査等の実施等、点検・評価手法の充実を

図るとともに、プランの目標を設定する段階から利用者の視点に立った指標等

を盛り込み、定期的にこれらに基づいた点検・評価を実施し、その結果を毎年
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